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 苫小牧市では、昨年度から勇払地区（勇払小・

勇払中）をモデル地区としてコミュニティ・スク

ール（CS）導入に向けた実践検証を行っています

が、併せて、今年度より開成中学校区（清水小・

開成中）もモデル地区に指定し、苫小牧型 CSの

制度確立に向けた取組を進めていくことになりま

した。 

 ６月４日（火）に清水小学校で開催された「第

１回開成中学校区 CS推進委員会」には、苫小牧

市教委より瀬能教育部長他３名の職員も同席し、

阿部学校教育課長より苫小牧市が目指す CS の概

要等について説明がなされました。その後、松井

校長（清水小）、片倉校長（開成中）よりそれぞれ

今年度の学校経営方針が説明され承認を受けまし

た。また、後藤教頭（清水小）からは推進委員会

の目的や「目指す子ども像」について、小林教頭

（開成中）からは小中連携・一貫教育を推進する

「開成中学校区エリア学校教育力向上会議」につ

いて説明されました。 

 今後、推進委員会では、CS 推進事業の成果や

CS 導入に係わる課題を検証するとともに、「地域

とともにある学校づくり」を進めることにより、

学校と保護者・地域との信頼関係をより深め、清

水小・開成中の運営の改善や子ども達の健全育成

に取り組んでいきたいと考えています。保護者、

地域の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い

いたします。 

後の予定（於：清水小） 
■第２回委員会  ８月２２日（木）13:00～ 

※授業参観（開成中 3h、清水小 4h） 

■第３回委員会 １０月２４日（木）18:30～ 

■第４回委員会  ３月１０日（火）18:30～ 



コミュニティ・スクール（ＣＳ）とは、学校や保護者・地域の方などで組織する「学校運営協議

会」を設置する学校のことです。そして、苫小牧市がＣＳを導入する「ねらい」は次の５点です。 

１ 小中連携・一貫教育の推進（学校） 

２ 地域資源・人材を活用した教育活動の充実（学校） 

３ 地域への愛着と、担い手としての自覚を育成（子ども） 

４ 地域の中で子どもが育つ安心感（保護者） 

５ 地域活動の効率化と活性化（地域） 

 

子ども達の未来の創造に向けて、学校と地域（保護者・地域住民等）がパートナーとして連携・協働

による取組を進めていくためには、「地域でどのような子どもを育てるのか」、「何を実現していくのか」

という目標やビジョンを共有することが重要です。 

コミュニティ・スクールは、学校と地域が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地

域とともにある学校」への転換を図るための有効なシステムです。コミュニティ・スクールを「絵に描

いた餅」に終わらせず、学校運営に地域の声を生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりをとも

に進めていきましょう。 
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